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Ⅴ アウトカム項目

事業所は相模鉄道三ツ境駅南口からバスで約８分、向原バス停下車徒歩３分の、戸
建ての住宅街と広い畑に囲まれた閑静な環境にあります。近くには自然豊かな「阿
久和の里貉窪公園」があり、利用者の散歩コースにもなっています。
＜優れている点＞
理念に基づき、利用者が求める生活の支援や環境つくりに努めています。日々の生
活の中で利用者が発する、思い、希望、小さな拘りや心地良さを把握することに努
め、利用者が楽しめる外出、外食を行っています。最近では個別の外出としてカラ
オケ、動物園、近所の美容院の利用などを行っています。また、皆が楽しめるよう
な外食として、メニューの豊富な食事処や回転ずし、ゆったり長時間くつろげる喫
茶店などでの外食を実施しています。
事業所は、設立後１０年を超えることもあり、地元の自治会役員とは良好な関係が
構築されています。避難訓練時には、建物外での利用者の安全確保要員として自治
会役員が参加しています。また事業所が困っている事に対するアドバイスや援助、
地元の住民からのボランティア申し出の橋渡しなど、自治会から様々な協力を得て
います。
＜工夫点＞
職員との話し合いにより、職員の働きやすい環境を作りを目指しています。その結
果、業務方法の改善や、職員が気になっている事柄に対するマニュアルを作成し、
介護技術の向上を図っています。

身体面で重度の介護が必要な方、糖尿病でインシュリン注射が必要な方、また認知症
が進行したり周辺症状が重い方でも、医療従事者と連携しながら日々頑張っていま
す。また、外食や外出など回数的には多くはありませんが、できるだけ行けるように
努めています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

○ 3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホームおり鶴の里

 ユニット名 あやとり

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

会議では、ホーム内での活動報告及び
現状課題を公表し、第三者としての意
見を取り入れ、今後のホーム運営に生
かせるよう取り組んでおります。

自治会長や民生委員などの参加を得て
２ヶ月に１回、運営推進会議を開催し
ています。会議では自治会役員から町
内のボランティア希望の情報や事業所
が必要としている援助への助言や支援
の情報が提供されています。

市の新人職員研修の受け入れ場所とし
て、当施設を活用してもらい今現在お
かれている介護の実情を伝えることに
より交流・連携が深められるよう取り
組んでいます。

今年度は瀬谷区地域密着型サービス連
絡会の役員を引き受け、今現在の介護
施設の状態を伝えることができるよう
努めています。横浜市グループホーム
協議会にも参加し年に４～６回、情報
交換を行うとともに、１０月から１２
月にかけて職員の交換研修に参加する
事になっています。

保育園・幼稚園等の行事などに積極的
に参加したり、当ホームへ招くことに
より交流の場を設けています。

自治会に加入し公園掃除にも参加して
います。近隣の幼稚園からは敬老の日
の訪問を受けたり、盆踊りには利用者
と共に参加したりしています。買い物
には地域の商店を利用しています。ま
た隣接する畑の住民から野菜を頂くな
ど、地域の住民と交流を図っていま
す。

地域運営推進会議で入居者様のご家族
や地域の方々と共に定期的に話し合い
の場を設け、お互いの情報を共有した
り、交換を行うことで、常に地域との
関わりを大切に取り組んでいます。

地域密着型サービスの意義に対し、職
員全員の把握という面では、まだまだ
理解・把握できていない面がありま
す。ミーティング等で、理念について
職員全員で話し合う場を設けるように
しています。

開所時から掲げている基本理念３項目
は玄関やエレベーター内に掲示してい
ます。理念に基づいた介護を実践する
ため日々の業務内容を見直したり、職
員間で話し合いを行い、利用者の望む
生活を把握できるよう努めています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

株式会社フィールズ



グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

隔月に運営推進会議を行うことによ
り、情報の共有を行うように取り組ん
でおります。

家族からは運営推進会議や来訪時の会
話から「保育園の子供が来ると喜んで
いる・職員の名前が覚えられない・
もっと外食に対応してほしい」などの
意見が出されています。現在職員の写
真付きボードを用意したり、二ケ月に
１度数人ずつ外食をする体制つくりを
しています。

社会的な面での知識共有という意味で
は、まだまだ不十分な面があり、今後
一層の努力に努めて参りたいと考えて
おります。

ご入居にあたり、ご契約前ならびにご
契約時において当事業所とご利用者
様・ご家族様との間で十分な話し合い
の場を持ち、ご理解・ご了承のもと
行っております。

法人内での研修を行うことで、職員間
での知識の共有をはかれるよう取り組
んでおりますが、浸透という意味で
は、まだまだ努力が必要な状況です。

物理的な拘束と言葉による拘束につい
て、具体的な内容で身体拘束の研修を
行っています。玄関の施錠はしてあり
ませんが、安全のためチャイムを取り
付けドアの開閉時には分かるように
なっています。また、夜間トイレを使
用する利用者のためにベッド傍や扉前
にセンサーを利用しています。

新しい職員も多く、研修は受
けているが、拘束について不
安と疑問を感じることもある
ようです。拘束しないケアに
ついて、その時々に合わせた
対応方法など、より具体的な
研修を行い職員間の情報共有
が期待されます。

上記６－５と同じ内容になってしまう
のですが、ご入居者様の日々の変化に
応じ適切な対応ができるよう毎月行わ
れるカンファレンスに取り入れ虐待防
止の徹底に努めておろます。

株式会社フィールズ



グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

年に数回、市内のグループホーム同士
で職員の相互交換を行い、質の向上に
努めております。

ご入居者様が今まで積み上げてきた生
活環境に少しでも近づけるよう心掛け
個々の入居者様が暮らしやすい環境に
努めております。

個々の悩みや生活環境に配慮した上
で、さまざまな就労時間帯を設けるこ
とにより誰もが安心して働けるような
シフト編成を心掛け実施しています。

人材育成という面では、まだまだ実施
できていない部分があったため、法人
内研修・外部研修へ積極的に参加でき
るよう取り組んでいます。

月１回のケアカンファレンスの場を設
けることにより、職員間のコミュニ
ケーションであったり、悩みや意見を
共有し、良い方向に反映できるよう努
めております。

毎月行われる定例会議で運営上の話や
勤務上の困っている事、工夫点などを
話し合っています。職員から出た意見
で勤務時間帯による業務を移動させた
り、仕事の内容が分かりやすいように
マニュアルの作成をしたりしていま
す。

株式会社フィールズ



グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

近所の幼稚園・保育園との交流、地域
のお祭りや催し物に出掛けるなどし
て、地域との交流を大切に心掛けてい
ます。

利用者の馴染みの関係維持に努めてい
ますが、事業所開設後１０年以上も経
つことから、利用者と馴染みの人々の
高齢化に伴い関係維持が難しい状況に
なってきています。そのため、地域の
催し物や美容院に行くなど、新しい関
係を作りつつあります。

ご本人の尊厳や生活スタイルを大切に
考え、お互いが支えあえるような関係
づくりを心掛けています。

ご入居者様の日々の生活における記録
等、ご家族様にいつでも公開できるよ
うな努めております。

毎月、手紙等を通して、近況情報の公
開を行っております。

ご家族様・ご入居者様と関わる上で、
何か問題ごとが生じた時は、緊急の話
し合いを設けて、出来るだけ早急な改
善策をとり良いサービスに繋げており
ます。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

本人のこれまで暮らしてきた生活環境
を理解し、良質なサービスにつながる
よう努めております。

本人が出来ることに対しては、温かい
気持ちで見守り・観察を心掛け、出来
ない部分の支援を本人に適したケアを
行うよう心掛けています。

なかなか出来ていない状況です。

ご本人の意向や希望を汲み取り、でき
るだけ本人にとって最良の生活が送れ
るよう配慮しています。

介護者、利用者それぞれの、人として
大切にする部分を考えながら、日常の
会話の中で利用者の思いや意向が拾え
るように心掛けています。利用者の思
いや意向は、利用者の気持ちを尊重し
ながら介護者としてできる事を検討し
ています。

利用者同士お互い共通の趣味や活動の
場・環境を整え、共に良い関係が持
続・保たれるよう心掛けています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

定期的に、かかりつけ医による訪問診
療を行っております。

入居時に家族の承諾を得てかかりつけ
医を協力医療機関に変更しており、全
員が月２回の訪問診療を受けていま
す。専門医が必要な利用者は外部のか
かりつけ医に受診しています。イン
シュリン注射が必要な利用者には看護
師が毎日来て対応しています。

緊急時の対応では、家族の状況に応じ
て、多種多様なサービス機関と連携し
て臨機応変に対応しています。

徘徊ネットワークに登録し、行政や地
域の方々との協力が得られるような運
営を心掛けています。

全職員がアセスメントに携わり、さま
ざまな視点・意見をもとに介護計画を
立てています。

３ヶ月に１度モニタリング、６ケ月に
１度、居室担当者によるアセスメント
（生活環境シート、できない事シー
ト）の取り直しを行っています。定例
会議ではカンファレンスを行い職員か
ら意見を求めています。これらの事を
総合して現状に即した介護計画の作成
を行っています。

個別の記録用紙や申し送りノートなど
の活用により、職員間での情報共有に
努めております。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

全職員が把握できるようにマニュアル
を整備して周知徹底を図っています。

年１～２回、消防署の協力と地域の
方々を交えて火災想定の訓練並びに緊
急時における心肺蘇生法の練習・勉強
会を行っております。

防災訓練は年２回実施しています。そ
のうち１回は消防署の指導を受けてい
ます。自治会や地域の人々の参加もあ
り協力体制の構築もできています。日
常的には「消防関係自主点検７項目」
を定め、業務日誌にて毎日チェックし
ています。

入院時には、家族や入院先機関との情
報の共有を密に行うよう心掛け、１日
でも早く退院できるよう最善の努力に
努めております。

施設長・ご家族・医療機関の３者間で
の話し合いの場を設けるようにしてい
ます。

看取りの経験が多数あり、医師や家族
と連携し適切な対応に努めています。
「終末期に関する家族の希望書」はあ
りますが、契約時におけるガイドライ
ンの提示や説明が課題となっていま
す。

重度化や終末期に関するガイ
ドラインを整備して契約時に
提示、説明することも期待さ
れます。

週２日程度の割合で、訪問看護による
健康管理や医療面における相談ができ
るような体制をとっています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

食事のメニューでは、季節感を感じら
れるように心掛けています。定期的に
外食や喫茶店での余暇を楽しめるよう
な環境を作れるよう努めております。

メニューは利用者との会話からヒント
を得たり、評判の良かったものを参考
に決めています。偏食ぎみの利用者に
は経口栄養剤を補給しています。季節
の行事食や外食、店屋物を利用して食
事が楽しめるように工夫をしていま
す。

一人一人のペースを大切に考え、その
人らしい暮らしができるように、温か
い見守りを心掛けています。

意志表示が可能な方は、本人の意向・
主張を大切にし、困難な方に対して
は、季節感を五感で感じ取ってもらえ
るような工夫を心掛けています。

利用者と接する際は、より良い関係性
を維持するにあたり、言葉がけ一つ一
つに細心の注意をはらい接していま
す。

職員は年長者への敬意を忘れず、言葉
遣いに配慮して応対するように心掛け
ています。管理者は日々のケアの中で
言葉の乱れがないか常に注意をはらっ
ています。個人情報に関する書類は施
錠できる戸棚に保管しています。

意志表示が困難な方と接する際は、今
までの生活環境を基に考え支援を行う
ようにしています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

１日の食事の中に、乳製品であったり
繊維質の食べ物を取り入れる工夫をし
ています。特に便秘のある方は乳酸菌
飲料を個別にとっています。

安全という都合から時間帯を決めざる
をえないのが現状ではありますが、
個々の入浴スタイルにつきましては、
本人の意思を尊重した上で、入浴支援
を行っております。

入浴は週２回を目安に利用者の気分や
体調に合わせて実施しています。浴室
の中央にリフト浴槽が設置されており
三方向からの介助が可能です。利用者
の希望を取り入れて音楽を聴きながら
の入浴や入浴剤の使用、好みの湯温な
ど入浴が楽しめるように工夫をしてい
ます。

食事後の口腔ケアはご本人の状態に応
じて、介助や声掛けなどで行っていま
す。また、年１回、訪問歯科による検
診の実施と口腔内の清潔保持困難な方
には定期的に訪問歯科診療を行ってお
ります。

日中はトイレでの排泄、夜間はおむつ
の使用やポータブルトイレなど、時間
帯や力に応じて使い分けています。

各利用者のペースに合わせてトイレで
安全に排泄ができるように支援してい
ます。車いす対応のトイレには常に
ホットタオルを用意しています。夜間
はポータブルトイレやおむつ、パット
の使用を使い分けて対応しています。

職員の考えやペースで支援するのでは
なく、利用者個々のその日その日の体
調に合わせ、本人の意思を最優先に考
え工夫して提供しています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

家族の協力や了承を得たうえで、本人
に少額ですが、定期的に渡し、外出し
た際に自分で払うというような社会と
の繋がりを大切に考えています。

買い物に出かけて好きな嗜好品を買っ
たり、気の合う利用者同士で喫茶店で
お茶をしたり、家庭菜園で野菜を作り
収穫できる環境を常に整えられるよう
につとめています。

歩行困難で車椅子の方でも、定期的に
外食や買い物の機会を設けらるよう心
掛けています。

日常的な散歩や買い物の他に花見を兼
ねた外食や喫茶店でのお茶、カラオ
ケ、近隣幼稚園の盆踊り見学、動物園
など、利用者の希望を汲み上げ楽しめ
るような外出を心掛けています。また
通院や近所の美容院への送迎などの個
別支援も積極的に行っています。

個々の体調を考慮した上で、生活のリ
ズムが保てるよう心掛け支援していま
す。

その日の薬の準備から服薬・確認など
を誰が行っても正確に出来るようマ
ニュアルの作成・整備し処方通り服薬
出来るよう心掛けています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

家具等の頻繁な配置転換などは、ご本
人の混乱の原因になるため、安全確保
の為やむを得ない以外は、常に馴染み
の物・馴染みの位置にあるよう心掛け
ています。

利用者は思い出の品やテレビ、タン
ス、写真、神棚など馴染みの物を持ち
込み居心地の良い居室作りをしていま
す。安全確保の為に家具の配置換えを
する場合もありますが利用者が混乱し
ないように配慮しています。掃除は毎
日本人または職員が行い整理整頓に努
めています。

個々の能力に合わせて、それぞれに適
応した福祉用具を用いるようにしてい
ます。

外出が困難な場合でも、季節感を感じ
る装飾などを施すことにより、五感で
も楽しめるよう工夫をしています。

明るく広い食堂兼リビングに続き和室
が設けられており自由にくつろいだ
り、利用者と共に洗濯物をたたむ場所
として活用しています。トイレは不快
な臭いが出ないよう清掃を多くし清潔
を心掛けています。入居者同士の関係
にも配慮し居心地よく過ごせるように
工夫しています。

リビングの片隅に畳の空間を設けてソ
ファーを置いたり、ベランダにベンチ
を設けるなどして、いつでも自由にく
つろげるよう工夫しています。

家族との電話の際は、プライバシーに
配慮し、職員はなるべく側から離れ誰
にも邪魔されずに話せる空間を作れる
ように努めております。

株式会社フィールズ



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホームおり鶴の里

 ユニット名 おてだま

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

地域密着型サービスの意義に対し、職
員全員の把握という面では、まだまだ
理解・把握できていない面がありま
す。ミーティング等で、理念について
職員全員で話し合う場を設けるように
しています。

保育園・幼稚園等の行事などに積極的
に参加したり、当ホームへ招くことに
より交流の場を設けています。利用者
の将棋の相手をしに近所のご高齢の方
が訪問しています。

入居者様のご家族や地域の方々と共に
定期的に話し合いの場（運営推進会
議）を設け、お互いの情報を共有した
り、交換を行うことで、常に地域との
関わりを大切に取り組んでいます。

運営推進会議開催当初はあまり積極的
に動けなかったのですが、自治会長さ
んが毎年代わること、民生委員さんが
とても気さくな方で、地域の方とのつ
ながりや意見を多く聞ける場になりつ
つあります。

市町村との連携に関しては、現実的に
は生活保護担当者との連携が一番多い
です。その他、横浜市の新人職員の福
祉事業研修の受け入れを行っていま
す。
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グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

玄関の施錠は行っていません。また、
身体拘束の条件に当たる行為も行って
いません。が、センサーを多用してい
ます。このことが見えない拘束につな
がっているかも知れませんが、これに
対する対応はまだできていません。

昨年度の研修をとおして虐待に関して
学びました。今年度はまだできていま
せん。

成年後見制度や自立支援事業に関して
表面的な知識はあります。必要性があ
れば、その制度紹介や関係者との連絡
調整はしています。

契約は契約書を読み上げながら行い、
十分な時間をとるようにしています。
また、法改正に関わる料金の変更等に
関しても書面で確認をとっています。

玄関に意見箱を置くようにしていま
す。家族会などの意見交換や利用者の
意見反映の機会がありません。
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グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

管理者は職員の個人面談を行っている
最中です。職員にとっても利用者に
とっても良い意見は反映するようにし
ています。代表者は職員と会食の機会
を持ったりする中で意見を聞いていま
す。

処遇改善加算の給与反映等をとおして
行っています。

研修への参加や研修時間への費用の支
払い、助成制度を利用した資格取得等
のバックアップをしています。

管理者は瀬谷区の事業所連絡会の他、
横浜市のブロック会議などに出席して
います。職員に関しては、今年度は市
内グループホーム間の職員交換研修を
とおして、同業他者との交流を進めて
いきます。

入居当初はご本人の不安感も高いの
で、必ず事前面接に行きご本人との関
係を築ける会話のヒントなどをつかむ
ようにしています。また、ご本人の情
報を事前に職員全員に知らせていま
す。
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グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

事前面接や相談を通して家族関係や経
済的な問題まで、また入居が適切かま
で相談し、お聞きしています。

グループホームのサービス内容やその
時の入居者のご様子などを伝えなが
ら、ご家族の意思や利用者の気持ち等
を総合的に判断しています。

利用者ごとに違いますが、一緒に洗濯
ものをたたんだり、リネンを交換した
りしています。

ご家族の利用者に対する思いや要望を
お聞きしながら、運動機能の衰えを予
防するための器具の使用を支援した
り、ターミナルの時期にはご家族と
ペットとご本人が一緒に水入らずの時
間を過ごせるように支援したりしてい
ます。

御親戚から野菜やコメが送られてくる
利用者さんがいます。お礼の電話をか
けたりしています。
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グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

仲良い方同士でゲームをする、お盆を
下げ合う、食事の時間に部屋に呼びに
行ってもらうなどしています。

今までではあまり例がありません。
サービス終了時に、それまで絶縁状態
だったご家族がホームにいらして、生
前のご様子をお話したりした例はあり
ます。

疲れて休むタイミング等、表情で把握
しています。会話によるコミュニケー
ションができる場合は、日常生活の中
で意見を聞いたり、希望を聞いたりし
ています。

事前面接やセンター方式の活用など
で、これまでの暮らしぶりや認知症に
なる前、発症してからの経過や生活な
どを聞きとるようにしています。ま
た、入居後も気になることがあると以
前はどうだったのかをご家族に聞いて
います。

申し送りや会議等を通して、職員全体
が把握できるようにしています。
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グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

ご家族やご本人からの希望を確認する
機会が不足しています。職員からの意
見やアイデァはとりいれるようにして
いますが、日々変わる状態に対して現
状に即していないことも多いです。

ケース記録や身体面での記録、個別の
連絡帳を作り、情報の共有と実践に努
めています。

現在まではサービスの多機能化までは
行えていません。

地域の方との将棋、近所の珈琲店での
お茶やおしゃべり、畑のおじさんから
七夕の笹をもらうなどの関係で、生活
の広がりがあるようにしています。

ご家族の希望やご本人の病状に合わせ
て複数の病院にかかられている利用者
もいます。ご家族とホーム職員や看護
師とは連絡ノートで情報共有していま
す。
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グループホームおり鶴の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

医療連携体制での訪問、また毎日イン
シュリン注射で看護師が訪問するの
で、ここの利用者の体調等に関して相
談できています。また、２４時間体制
でのフォローもされているので安心で
す。

入院された場合、ご家族と連絡を取り
ながら情報を共有し、ホームの看護師
にも連絡します。また、必要に応じて
ご家族と医師との説明や話し合いに同
席させていただきます。

入居時に救急搬送された場合の延命を
含む対応についてはお聞きして書面に
しています。終末期に関しては、食欲
の明らかな減退など、心身の変化に応
じて訪問看護師や主治医とご家族への
説明や話し合いを持って方針について
共有しています。

以前からの職員は研修の機会もあり、
行えると思いますが、新しい職員に関
してはまだできていません。毎年、消
防署の協力のもとに行っている避難訓
練の際に、救急救命処置のミニ講習を
しています。

火災の際の地域住民の方の協力訓練は
毎年行っています。が、地震や水害ま
での避難方法に対する対応は十分にで
きていません。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

入居者個々の個性や職員との関係性に
よって言葉かけの表現は違っている
が、失敗や思い違いに対してもユーモ
アで対応したりしています。

自然にそれができる方はしています。
出来ない方に関しては、問いかけた
り、表情を見たりしています。

そのようにできる日もあれば、業務優
先になってしまう日もあります。入浴
の仕方や時間など、また食事の時間な
どは入居者のペースを見ながら柔軟に
対応しています。

食堂に出る前に髪の毛を整える、車い
すの方のタオルは交換を頻繁に行う、
髪の毛染めを行うなどしています。

野菜の下ごしらえやお皿拭き等を利用
者と行っています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

食事量や最低限の水分量等はチェック
しています。また、糖尿病の方や減量
の必要な方への食事量調整も自然な形
でできるよう、器を換えたりしていま
す。

ご自分でできない方は職員が行い、そ
の他の方は状態に応じて、声掛けや見
守りをしています。が、出来る力はあ
るけれどご本人が「面倒だから」とし
ていない方もいます。

夜間はポータブルトイレを使用するな
どして、ご本人が安全に排泄できるよ
う支援しています。

便秘に関しては、便秘薬に頼ってし
まっているのが現状です。

入浴の曜日は基本的に決めてはいます
が、ご本人の体調や気分などで柔軟に
動かすようにしています。また、時間
を変えて声掛けし直すなどしていま
す。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

ご自分で伝えられない方に関しては、
表情やその時の様子を見ながら、休め
るよう声かけしています。また、夜に
なると不安感が出てくる方にも安心し
て眠れるよう対応しています。

すべての職員が理解しているとは言え
ないと思いますが、その中でも特に注
意が必要な薬は把握・理解しており、
症状の変化等も記録しています。

家事が好きな方には家事をしてもらっ
ています。また、地域の方との将棋、
利用者同士のゲーム、散歩や外出、外
食等もして生活が単調になりすぎない
ように支援しています。

天候にもよりますが、外に行くのが好
きな方には出来るだけ散歩など行くよ
うにしています。ご家族が毎週いらし
て、ご本人の趣味の場に連れ出してく
ださる例もあります。

現在の利用者ではお金を自分で管理し
たり、使ったりする機会がある方がい
ません。昨年までいらっしゃった利用
者は、ご自分でおこづかい程度をもっ
ていらしてコンビニで買い物をしたり
していました。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

ご自分から電話をかけることはほとん
どないが、ご家族からホームに用事が
あった場合の電話でも出来るだけ、ご
本人とも話していただくようにしてい
ます。また、頂き物をした親せきの方
に、お礼の電話をかけたりもします。

テーブルに花を飾ったり、七夕飾りを
置いたりして季節感が出るようにして
います。また、トイレの場所はわかり
やすく表示するようにしています。

和室のソファに移動して、一緒に洗濯
ものをたたんだりしています。

入居時には出来るだけご本人の私物を
お部屋に持ち込んでいただくようお話
しています。が利用者によって不足し
ている面もあります。

浴室内に手すりや補助用具を設置して
安全に浴槽の出入りができるようにし
ています。また、トイレの表示は大き
い文字でわかりやすくしています。ま
た、入居間もない時には部屋のドア横
に名前を書くなどして覚えやすいよう
にしています。
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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 6

身体拘束や虐待についての研修は行ってい
るが、不安感のある職員や新しい職員につ
いて行わなければならない。

何が不安なのかを聞き取って、そこに対応
できる研修を実施する。

事例などを取り入れながら研修を行う。職
員からの事前の聞き取りをして研修を行
う。 ５ヶ月

2 33

現在「看取りの指針」と「終末期の医療に
対する希望」はあり、それぞれご家族のサ
インもありますが、「重度化や終末期のガ
イドライン」としてはまとまっていませ
ん。

「重度化した際の指針及び終末期のガイド
ライン」を一括して作成します。現入居者
には説明の上、取り直します。今後入居さ
れる方に対しては契約時に説明します。

1.「ガイドライン」の試作を作成する。2.
法人代表への確認と意見をもらう。3.「ガ
イドライン」を完成させる。4.現入居者ご
家族に説明をして確認を得る。5.作成後入
居された方には、契約時に説明する。

年度末まで

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成27年度
目標達成計画

事業所名　 グループホームおり鶴の里

作成日：　平成27　年9　月11　日


